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Abstract: Word truncation or clipping is a very productive word-formation process in Japanese by 
which many long words, especially loanwords and compound nouns, are shortened. Most analyses 
proposed in the past assumed that the truncated forms should be better as they are shorter and, thus, 
posited various minimality constraints to account for the output forms. This paper proposes an 
entirely different approach to the issue, arguing that truncation is a process closely related to word 
segmentation. Speciﬁcally, it assumes that ﬁve-mora or longer words are phonologically complex, 
i.e. pseudo-compounds, even if they are morphologically simplex and that truncation has a function 
of turning phonological compound forms into simplex ones by deleting the second half of the input. 
This analysis has many advantages over the previous analyses, enabling us to generalize loanword 












































































































































ｃ．LH → HH, HL



































































（15）メタボリ┐ ック（～メタボ┐ リック） → メタボ｜リ┐ ック → メタボφ
イラストレ┐ ーション → イラスト｜レ┐ ーション → イラストφ





（16）テレビ┐ ジョン → ＊テレφ
アクセ┐ サリー → ＊アクφ
アニメ┐ ーション → ＊アニφ
デフレ┐ ーション → ＊デフφ























































































































（23）ａ．イラストレーション → （外来語アクセント規則）イラストレ┐ ーション
ｂ．イラスト｜レーション → （複合語アクセント規則）イラスト｜レ┐ ーション
もちろん，本来の単純語と複合語が常に同じアクセント構造を有するというわけではな
い。「プロパンガス」のような本来の複合語では，「プロ┐ パン」「ガ┐ ス」のように構成
5 「バスケ（＜バスケットボール）」は「バスケット＋ボール → バスケットφ」と「バスケット → バス
ケφ」の２段階の短縮過程を経たものと分析できる。
6 東京方言の複合名詞アクセントは，後部要素が１～２モーラであれば前部要素の末尾音節に，３～４
モーラであれば後部要素の初頭音節に置かれるとされる（秋永 1985, McCawley 1968）。
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（24）ａ．プロ┐ パン＋ガ┐ ス → （複合語アクセント規則）プロパンガ┐ ス
ｂ．アスパラガス → （外来語アクセント規則）アスパラ┐ ガス
アスパラ｜ガス → （複合語アクセント規則）アスパラ┐ ガス


































































































































（31）ａ．みなみ０ ＋ アメリカ０ → みなみア┐ メリカ
ニュ┐ ー ＋ メキシコ０ → ニューメ┐ キシコ
ｂ．みなみ０ ＋ カリフォルニア０ → みなみカリフォルニア０




























（32）ａ．なんきょく０ ＋ たんけん０ → なんきょくた┐ んけん（南極探検）
ゆうめい０ ＋ さっか０ → ゆうめいさ┐ っか（有名作家）
ｂ．なんきょく０ ＋ たんけんたい０ → なんきょくたんけんたい０（南極探検隊）
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